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北海道に接近する台風の経路及び強さの変化と 
近年の道東地域での大規模洪水の増加の関係に

ついての考察 
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北海道の道東地域の河川では，近年これまでにない大規模な洪水がたびたび発生している．道東地域で

の洪水の増加に台風の接近・通過の頻度と強さの増加が関係するとみられたことから，北海道への台風の

接近と通過，その際の大雨の発生の傾向について分析した．道東地域に大雨を降らせる台風は，北海道の

太平洋側のコースを通過するものが多く，このコースの台風は太平洋から直接北海道に接近するか本州を

縦断して接近する場合が多い．特に太平洋から直接接近する台風の数が近年増加しており，さらにこれら

の台風の強さが強まる傾向にある．これらが近年の道東地域の洪水流量の激増につながっている． 
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1. はじめに 
 
近年，北海道道東地域の河川で，以前に比べて著しく

大きいピーク流量の洪水が発生するようになっている．

図-1はその一例として網走川本郷地点での年最大流量の

経年図を示したものであり，1980年代までは年最大流量

が概ね 200m3/sを下回る程度であったのが 1992年の洪水

（ピーク流量745.37m3/s）から数年に1回の頻度でそれま

での 3倍を上回るようなピーク流量の洪水が発生してい

る．図-2は網走地点のアメダス雨量からの年最大 2日雨

量を示したものであり，1980 年代までは 2 日雨量が

100mm を超えることはなかったのが 1992 年以降 100mm
を超える降雨が発生するようになっている．1990年代以

降の大雨は図-2の丸印に示すように台風通過時に発生し

ていることが多く，2016年は複数の台風が通過し前線の

影響も重なり網走地方を含む北海道全域で大規模な洪水

被害が発生した 1)．現象が特徴的である網走地方を例示

したが，道東地方では同様の大雨・洪水の傾向がみられ，

これからの気候変動も踏まえた洪水対策を考える上で，

その特徴をより詳細に分析して理解することが不可欠と

考え，本論では観測データをもとに，これまでに北海道

に接近・通過した台風の経路・強さ，台風の通過位置に

よる大雨の分布傾向を分析し，北海道道東地域での大規

模洪水の頻発との関係を考察する．なおここで示すルー

ト分析は北野ら 2)で示したものに最新データを追加して 

 
 

 
図-1 年最大流量経年図（網走川）3) 

 

図-2 最大 2日雨量経年図（対象は流量観測データのある 1956
以降，網走地点のアメダス日雨量の 2日合計値．夏季出水に焦

点を絞るため期間を 6月から 10月とし，2日雨量が概ねひと雨

を包括するものとみなした．丸印は台風による大雨．） 

 
再整理したものであり，ルート分析結果に対する要因分

析については同論文を参考にされたい． 
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表-1 北海道に接近した台風のルート区分． 

 

 

図-3 北海道に接近した台風の経路図．青，緑，赤線はそれぞ

れ日本海，本州縦断，太平洋ルートに該当する． 
 

 
図-4 北海道に接近した台風の接近ルートごとの特徴（接近数

の経年変化） 

 
2. 北海道への台風接近ルート分析 

 
近年も含めたこれまでに発生した台風の経路について

は，星野ら 4)が日本とその周辺を等間隔グリッドに分割

して，通過個数の分布を分析している．北海道に着目す

ると中村ら 5)が北海道での台風の通過位置と大雨との関

係を整理しているが，台風発生から北海道到達までの経

路から分析したものではなく，また近年の傾向は含まれ

ていない．北海道まで台風が到達する場合，その経路が

日本海上か太平洋上かにより受ける海面水温の影響が異

なることや，到達するまでの移動距離が異なることなど

から，北海道に接近・到達する時点での強さに違いが現

れることは容易に想像できる．そこでこれまでに北海道 

 

 
図-5 北海道に接近した台風の接近ルートごとの特徴（上：中

心気圧，下：移動速度の緯度変化） 
 

に接近した台風の傾向について，1961 年から 2020 年ま

での 60 年間に発生した台風に対して，北海道に接近す

るまでのルートとその基本的な傾向を整理した．台風の

経路・中心気圧は気象庁の Best Track Data6)を使用した．

また北海道への接近の判定は離島を除く北海道の陸地か

ら300kmの範囲に経路が入ったものを接近扱いとした．

台風が北上し温帯低気圧に変わったあとも経路データと

して残っているものは除外せず台風として扱った． 
北海道に接近した台風を表-1 に示す基準で 3 分類し，

これらの経路図を示したのが図-3 である．図-4 は北海

道に接近した台風の数を接近ルート別に 10 年ごとにま

とめたものである．2010 年までは 60-70%の台風が日本

海ルートから接近し，太平洋ルートは 10-20%程度であ

ったのに対し，2011年以降は日本海ルートが40%程度に

減少し太平洋ルートが 40%程度に増加しており，太平洋

ルートで接近する台風の数が日本海ルートでの数と同程

度に近づく結果となっている．図-5 は緯度 10 度ごとの

範囲の中心気圧及び移動速度の平均値を接近ルート別に

整理したものである．中心気圧の特徴は北緯 10-20 度域

で 970hPa程度にまで低くなり 30-40度域で 980hPa程度に

まで高くなる傾向はいずれのルートでも変わらないこと，

移動速度は北緯 10-20度から 20-30度までは概ね 15- 

接近ルート ルート説明 詳細区分など

1. 日本海ルート
台風の中心が日本
海上を北上してく
るもの

中国大陸から回りこむもの、九州や近
畿・中部地方を横断してから日本海を
北上したもの、日本海から東北を横断
して太平洋に抜けたものを含む。

2. 本州縦断ルー
ト

本州の関東・東北
地方を縦断して北
上するもの

関東から東北まで中心経路が本州にあ
るもの。東北から太平洋に抜けたもの
も含む。中国、近畿、中部地方を縦断
して日本海に出たものは除く。

3. 太平洋ルート
太平洋を北上して
くるもの

太平洋上から直接北海道に接近するも
ので、中心が本州を通過していても関
東付近から太平洋上を北上したものも
含む。
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表-2 北海道に接近した台風の接近ルートごとの特徴（中心気

圧が北緯 30度を 980hPa以下で通過した台風が北緯 40度
を越えたときの中心気圧(hPa)の平均値） 

 

 
図-6 北海道に接近した台風が北緯 40度を越えたときの中心

気圧(hPa)の台風発生月別平均値（中心気圧が北緯 30度を

980hPa以下で通過した台風のみ対象） 
 

20km/hr 程度であるのが，北緯 30-40 度から 40-50 度では

35-40 km/hr 程度に速くなることが示されていることであ

る．本州縦断ルートの場合に北緯 30 度以北での移動速

度が速いことが特徴的である． 
表-2 は中心気圧が 980hPa以下で北緯 30度を通過した

台風を抽出し，その台風が北海道のほぼ南端となる北緯

40 度を越えたときの中心気圧の傾向を示したものであ

る．台風を抽出したのは北海道に接近した台風のうち大

雨などに発展しそうな強い台風に絞って傾向を分析する

ためである．分析した全期間 1961-2020 年の平均値では，

太平洋ルートが 980.09hPa に対し日本海ルートが

986.41hPa，本州縦断ルートは 983.80hPa と太平洋ルート

の台風は他のルートの台風に比べ低い中心気圧で接近し

ていることが示されている．また太平洋ルートでの平均

値では1961-1990年の30年平均値が985.66hPaに対し1991-
2020年の 30年平均値が 976.26hPaと近年大幅に低下して

いる結果が示されている． 
図-6 は表-2 で抽出した台風が北緯 40 度を越えた際の

中心気圧を台風発生月別に整理したものである．9 月か

ら 10月にかけて北緯 40度を越えた際の中心気圧が低い．

すなわち，北海道に接近する台風は 9 月から 10 月にか

けて強い状態で接近する傾向にあることが示されている． 
 
 
 

表-3 台風が北海道付近を通過する際のコース区分 

 

 

図-7 北海道通過コース区分図 

 
表-4 台風の北海道への接近ルートと通過コースの関係 

 
 
 
3. 北海道での台風通過コース分析 

 
北海道に接近した台風が北海道を通過したコースを表

-3及び図-7のように区分し過去の台風について整理した．

北海道への接近ルートと北海道での通過コースの数の関

係を表-4に示す．ただし例えば北海道への接近扱いに含

まれるが東北沖で消滅して北海道付近を通過していない

台風は除いた．日本海ルートで接近した台風は日本海沿

岸コースまたは北海道横断コースで通過し，太平洋ルー

ト及び本州縦断ルートで接近した台風はほぼ太平洋沿

岸・道東コースで北海道を通過していることがわかる．

図-8 は通過コースごとに台風の発生月を整理したもの

である．日本海沿岸コースは 7月から 8月にかけて通過

するのが多いのに対し，北海道横断コース及び太平洋沿

岸コースは 8月から 9月に多くなることがわかる．図-6

と併せて見れば特に 8 月から 10 月に北海道を通過する

台風は太平洋沿岸・道東コースをより強い状態で通過し

ていることが示唆される． 
 

全ルート 1 日本海ルート 2 本州縦断ルート 3 太平洋ルート
平均期間 年数 P(hPa) N P(hPa) N P(hPa) N P(hPa) N

1961-2020 60 984.58 129 986.41 77 983.80 25 980.09 27

1961-1970 10 985.74 19 986.50 11 985.36 6 982.72 2
1971-1980 10 987.49 17 988.04 11 987.23 4 985.00 2
1981-1990 10 984.87 23 985.00 13 980.09 3 986.69 7
1991-2000 10 983.12 25 986.05 17 983.92 3 972.67 5
2001-2010 10 985.06 20 986.45 13 981.84 4 983.33 3
2011-2020 10 982.52 25 986.82 12 982.89 5 975.85 8

1961-1990 30 985.91 59 986.42 35 984.72 13 985.66 11
1991-2020 30 983.46 70 986.39 42 982.80 12 976.26 16

P：中心気圧［hPa］，N：対象台風数

通過コース コース説明 詳細区分など

a.日本海沿岸
コース

北海道の西側・日本海
沿岸を北上するもの、
宗谷海峡及び樺太南部
を横断するもの。

中心経路が陸域にかかっても北海
道を横断せず北東方向に抜けるも
のを含む。

b.北海道横断
コース

北海道の西側から北海
道の陸上を横断しオ
ホーツク海側に抜ける
もの。

津軽海峡を東西に抜けて日高方面
に向かうもの、胆振日高地方から
北海道を斜めに横断してオホーツ
ク海側に抜けるものを含む。

c.太平洋沿岸・
道東コース

日高地方から釧路地方
へ北東方向に進むもの
及び根室地方から択
捉・色丹島付近を北上
するもの。

中心経路が根室地方より東を通過
しているものを含む。津軽海峡か
ら東進して陸域を横断するものは
含まない。

1961-2020, N=169

通過コース

a.日本海沿岸コー
ス

b.北海道横断コー
ス

c.太平洋沿岸・道
東コース

1.日本海ルート 47 46 12

接近ルート 2.本州縦断ルート 1 3 22

3.太平洋ルート 0 2 36
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図-8 台風の北海道への接近ルートと通過コースの関係 
 
表-5 北海道付近を通過した台風の通過コースごとの特徴（中

心気圧が北緯 30度を 980hPa以下で通過した台風が北緯 40度を

越えたときの中心気圧(hPa)の平均値） 

 
 
表-5 は表-2 と同様の整理を通過コースごとに行ったも

のである．中心気圧の 30 年平均値をみると日本海沿岸

コース及び北海道横断コースは大きな変化がないのに対

し，太平洋沿岸・道東コースは 1961-1990 年の 985.38hPa
から 1991-2020年の 981.25hPaと大きく低下している．太

平洋沿岸・道東コースを通過する台風が強くなっている

ことが示されている． 
1961年以降に各コースで北海道を通過した台風の強さ

の長期傾向を見るため，これらの台風について北緯 40
度を通過した際の中心気圧の変化を示したのが図-9 で

ある．長期的には日本海沿岸コースはほとんど変化がな

いが，北海道横断コース及び太平洋沿岸コースは中心気

圧がそれぞれ0.15hPa/年 , 0.11hPa/年の割合で低下傾向とな

っている． 
 
 

3. 台風通過時の北海道での降雨の傾向 

 
次に北海道を通過する台風によって発生した降雨の傾

向について分析した．洪水につながりやすい強い台風に

議論を絞るため北緯 40 度を中心気圧 980hPa 以下で越え

た台風を対象とした．降雨量は台風通過時のひと雨を含

むようアメダス日雨量の合計値（1 日から 3 日の合計）

とし，図-10 に示す北海道内の主要雨量観測所 22 箇所

（旧官署）について各台風が通過した際の日雨量合計値

を総雨量として整理した．対象期間はアメダス観測デー

タが比較的揃い，図-1で示した大規模洪水が出現するよ

うになった1991年以降とした．この結果を表-6に示す．

総雨量が 150mmを超える大雨が生じたのが太平洋沿岸 

 

 

 
図-9 北海道を各コースで通過した台風の強さの長期傾向

（1961年以降に発生した台風が対象，横軸は台風発生

日，縦軸は北緯 40度を通過した時の中心気圧） 
 

 
 

図-10 北海道内の主要雨量観測地点位置図 
 
 
コースの台風で東寄りの地点に集中していることがわか

る．太平洋沿岸・道東コースの台風は北海道の道東地域

を通過するため東寄りの地点の雨量が多いのは容易に想

像できる．さらに図-10 のうち太平洋沿岸・道東コース

の台風での雨量分布を見れば，台風の通過に伴って北海

道の東寄りの範囲で降雨が多い傾向であることがわかる． 

全コース

平均期間 年数 P(hPa) N P(hPa) N P(hPa) N P(hPa) N

全平均 1961-2020 60 984.18 121 983.73 34 986.20 38 982.94 49

10年平均 1961-1970 10 984.06 15 982.65 7 992.30 3 981.07 5
1971-1980 10 986.58 16 981.23 4 990.22 5 987.05 7
1981-1990 10 984.55 22 984.30 5 982.86 9 986.60 8
1991-2000 10 983.12 25 985.68 6 985.26 9 979.66 10

2001-2010 10 985.06 20 984.91 7 987.25 6 983.34 7

2011-2020 10 982.65 23 982.66 5 985.20 6 981.37 12

30年平均 1961-1990 30 985.02 53 982.81 16 986.69 17 985.38 20

1991-2020 30 983.53 68 984.54 18 985.81 21 981.25 29

P：中心気圧，N：対象台風数

a.日本海沿岸コース b.北海道横断コース
c.太平洋沿岸・道東
コース

y = -0.0001 x + 990.2445 

940

950

960

970

980

990

1000

1010

1020

1
96
1

1
97
1

1
98
1

1
99
1

2
00
1

2
01
1

中心気圧[hPa]

年

a.日本海沿岸コース

x:日, y：中心気圧（hPa）

y = -0.0004x + 1000.9

940

950

960

970

980

990

1000

1010

1020

1
96
1

1
97
1

1
98
1

1
99
1

2
00
1

2
01
1

中心気圧[hPa]

年

b.北海道横断コース

x:日, y：中心気圧（hPa）

y = -0.0003x + 995.96

940

950

960

970

980

990

1000

1010

1020
1
96
1

1
97
1

1
98
1

1
99
1

2
00
1

2
01
1

中心気圧[hPa]

年

c.太平洋沿岸・道東コース

x:日, y：中心気圧（hPa）

- 162 -



 

 5 

表-6 1991年以降に北海道に接近した台風の北海道通過コース別主要雨量観測地点雨量（台風は北緯 40度を中心気圧 980hPa以下

で越えたもの．雨量観測地点の並びは左から経度順．） 

 

 
また北見枝幸や雄武などの降雨量も多く雨域がオホーツ

ク海沿岸を北に伸びていることも特徴的である．これに

対し日本海沿岸コース及び北海道横断コースの台風では，

これらの台風コースに近い北海道の西側や中央部の地点

で 150mm を超えるような降雨はほとんど発生していな

い． 
台風が通過するコースに応じて大雨の分布域が異なる

傾向を示す要因は，気圧など台風自体によるものと通過

する場所の地形など台風以外によるものに分けられる．

台風自体の要因については，台風の強さで見れば表-5に
示したように北緯 40度を越える際の中心気圧は 1991年
以降の平均値で太平洋沿岸・道東コースの台風では日本

海沿岸コース及び北海道横断コースの台風より低い値で

接近している．また表-4に示したように，太平洋沿岸・

道東コースで通過する台風の多くは太平洋ルートから接

近している．つまり道東地域は太平洋ルートから接近し

た台風が中心気圧が低いまま太平洋沿岸・道東コースで

通過することの影響を受けていると推察できる．これに

対して北海道の日本海側や中央部は，台風が日本海ルー

トや本州縦断ルートから強さが弱まった状態で接近して

通過する． 
 
 

4. 考察 

 
近年，北海道の道東地域の河川で大規模な洪水がたび

たび発生していることに，北海道に到達する台風が影響

している可能性があるとして，台風が北海道に接近する

までの傾向，北海道を通過する際の傾向及び北海道を台

風が通過した際の大雨の分布の傾向について分析した．

明らかとなったことの要点を以下に示す． 

 
＜台風が北海道に接近する際の傾向＞ 
・ 台風が北海道に接近するまでのルートを日本海ルー

ト，本州縦断ルート及び太平洋ルートの 3通りに分

けると，以前は総数の約 6割を日本海ルートが占め

ていたが，近年は太平洋ルートで接近する台風の数

が増加傾向にある． 
・ 太平洋ルートの台風は他のルートと比べて強い状態

のまま北海道に接近する傾向にあり，またその強さ

も近年強まる傾向にある． 
・ 北海道に接近する台風の強さは，9月及び 10月に発

生した台風が強い傾向にある． 
＜台風が北海道を通過する際の傾向＞ 
・ 台風が北海道を通過する際のコースを日本海沿岸コ

ース，北海道横断コース及び太平洋沿岸・道東コー

スの 3通りに分けると，日本海沿岸コース及び北海

道横断コースの台風は日本海ルートから接近するも

のがほとんどであるのに対し，太平洋沿岸・道東コ

ースの台風は本州縦断ルートまたは太平洋ルートか

ら接近するものが多い． 
・ 太平洋沿岸・道東コースの台風は 8月及び 9月に発

生するものが多い． 
＜台風が北海道を通過した際の大雨の傾向＞ 
・ 台風が北海道を通過した際，規模の大きい大雨が発

生しているのは，太平洋沿岸コースの台風で東寄り

の地点に集中している． 
・ 日本海沿岸コースで通過した台風ではそのルート近

傍にある地点でもあまり大雨が生じていない． 
 
道東地域で大規模な洪水が発生していることの関係を

これらを関連付けて考察すると「北海道では台風が太平

洋沿岸・道東コースで通過した際に道東地域で大雨が発

台風
通過
コース

接近
ルート 発生月 江差 寿都 函館 倶知安 室蘭 小樽 札幌 苫小牧 留萌 羽幌 稚内 岩見沢 旭川 北見枝幸 浦河 雄武 帯広 広尾 紋別 網走 釧路 根室

199109 a 1 7 22.0 2.0 23.0 8.5 33.0 3.0 3.0 40.5 13.0 5.5 11.5 6.0 6.0 14.0 25.0 7.0 15.5 8.5 2.5 1.5 5.0 4.5

199810 a 1 10 17.0 16.0 44.5 34.5 68.5 12.5 35.5 63.5 30.0 44.5 35.0 26.0 16.5 62.0 20.0 26.5 39.0 108.5 21.0 16.5 62.0 39.0

200314 a 1 9 6.0 23.0 6.5 23.5 17.5 16.0 26.5 25.5 16.5 20.0 53.0 10.5 22.0 30.0 12.0 19.0 23.0 43.0 9.5 11.5 29.5 43.0

200418 a 1 8 5.5 34.5 2.5 22.0 7.5 15.0 35.0 7.0 14.5 15.0 79.5 4.5 8.5 10.5 3.5 1.5 16.5 37.0 2.0 0.5 9.5 3.0

201411 a 1 7 27.5 59.5 67.5 77.0 78.0 26.0 78.0 74.5 25.0 31.0 50.0 31.5 22.0 56.5 74.0 55.0 89.5 178.0 46.5 62.0 105.0 67.5

201821 a 1 8 14.0 40.0 31.0 47.0 18.5 27.0 38.5 11.0 12.5 5.0 21.5 9.0 0.5 5.0 9.5 0.5 28.0 72.5 0.0 0.0 10.5 24.0

201910 a 1 8 58.5 13.0 61.5 16.0 49.0 7.0 18.5 56.0 17.5 25.0 30.0 37.0 28.5 45.0 70.5 26.0 22.0 44.0 17.5 11.0 111.0 53.0

199119 b 1 9 42.5 38.0 44.0 65.5 43.0 42.5 27.5 56.5 54.0 62.5 63.0 31.0 36.5 50.5 41.0 35.0 31.0 58.5 22.0 11.0 26.5 39.0

199307 b 1 8 2.5 16.5 3.5 17.5 28.0 36.0 20.0 32.5 48.5 11.0 23.5 14.0 20.0 29.5 68.5 24.5 19.5 122.5 15.5 6.0 52.5 42.0

199918 b 1 9 26.5 40.0 25.0 27.0 67.5 14.5 36.0 52.0 20.0 23.5 66.5 20.0 27.5 46.0 18.0 41.5 25.0 47.0 33.0 39.0 40.0 37.0

200221 b 2 9 49.5 47.0 54.0 46.0 69.0 34.0 61.5 78.0 10.5 11.0 12.0 43.5 15.0 30.5 50.5 36.5 97.0 198.0 33.0 28.5 81.5 54.0

200416 b 1 8 69.5 19.0 54.5 24.5 53.0 8.5 16.5 37.0 25.5 24.5 21.0 17.5 8.5 29.0 53.5 8.5 22.5 111.5 4.0 4.0 24.0 47.5

201607 b 3 8 17.5 24.0 29.0 44.5 89.0 70.0 126.0 136.0 61.5 54.5 37.0 114.5 114.0 116.0 110.5 95.0 92.5 138.5 83.5 52.0 61.5 58.0

201610 b 3 8 56.0 12.5 62.0 19.0 31.5 25.0 12.0 7.5 22.5 9.0 15.5 5.0 16.0 16.5 42.0 16.5 132.0 106.5 19.5 12.0 38.0 26.5

201718 b 1 9 35.0 127.0 66.5 61.0 56.5 38.5 67.5 66.0 36.0 33.5 47.5 26.0 11.5 21.5 51.0 10.0 101.0 216.0 17.5 7.5 67.0 41.0

199217 c 3 9 0.0 9.5 0.0 5.5 0.0 23.0 32.5 0.0 34.0 20.0 14.5 0.5 50.0 67.5 36.5 91.0 70.5 59.0 119.0 187.5 104.0 240.5

199311 c 3 8 12.5 26.0 42.0 31.5 56.5 22.0 13.5 22.0 27.0 80.0 35.5 17.0 26.5 63.5 47.5 35.0 72.0 108.0 24.0 24.5 56.5 33.0

199424 c 3 9 33.5 42.0 17.5 62.5 36.0 38.5 56.0 50.0 57.0 58.0 0.0 57.0 63.0 32.5 54.0 78.5 83.0 86.5 99.5 87.0 46.0 98.5

199617 c 3 9 1.0 18.5 5.5 1.0 1.5 8.5 7.0 1.5 4.5 5.5 6.0 4.5 6.5 23.5 17.5 14.5 29.0 72.5 18.0 28.0 46.0 59.5

199805 c 2 9 99.5 61.0 60.5 86.5 126.5 93.0 143.0 103.5 75.5 45.0 50.0 51.5 38.0 98.0 58.0 164.0 120.0 346.0 165.0 77.0 125.0 126.0

200003 c 3 7 7.5 0.0 8.5 0.0 7.0 0.5 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 14.5 0.5 29.0 195.5 3.5 26.5 68.0 59.5

200206 c 3 6 16.0 12.5 58.0 46.5 80.5 64.5 54.5 80.5 62.0 55.5 59.0 55.5 65.0 86.5 83.0 89.5 127.5 200.0 76.0 48.0 101.0 27.0

200415 c 1 8 62.5 47.5 88.0 61.5 67.0 74.0 73.0 50.5 18.0 12.0 0.0 45.5 24.0 0.5 50.0 14.5 50.5 105.5 26.0 24.5 43.5 32.5

200507 c 3 7 22.0 5.0 24.5 21.0 86.0 33.5 44.0 52.0 32.0 19.0 13.5 41.5 44.0 69.5 28.0 76.5 47.0 75.0 96.0 58.0 63.5 95.0

200918 c 2 9 30.0 10.0 44.0 22.0 46.0 68.0 57.0 44.0 15.5 7.5 3.5 46.5 21.5 22.5 12.5 29.5 35.5 64.0 39.0 68.5 54.5 105.5

201115 c 2 9 7.0 0.0 31.5 1.0 33.0 3.5 23.0 43.5 0.0 0.0 0.5 36.5 42.0 13.5 58.0 54.5 58.5 108.5 36.0 48.0 65.0 89.5

201326 c 3 10 27.0 12.5 53.0 22.5 54.5 23.5 45.0 62.0 17.0 11.5 5.0 44.0 31.0 26.5 57.0 52.5 40.0 83.0 53.0 74.5 57.0 78.5

201517 c 3 9 11.5 11.5 48.5 4.0 24.0 1.5 0.0 0.0 2.5 0.5 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 18.0 62.0 0.5 10.5 13.5 41.0

201523 c 3 10 4.5 21.0 11.0 47.0 28.5 40.0 24.5 7.5 8.5 22.0 79.0 13.0 9.0 162.0 31.0 168.0 43.0 49.0 217.0 195.0 52.0 134.5

201605 c 3 8 0.0 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0 16.5 51.5 0.5 19.0 2.0 45.0 4.0 96.5 19.5 17.0 18.0 55.5 3.0 39.0 31.5 98.5

201824 c 2 9 25.0 18.5 50.0 17.5 38.0 20.5 17.5 29.5 32.0 14.5 3.5 20.5 26.5 35.0 82.5 72.0 55.5 117.5 72.0 42.5 77.0 87.5

R(mm): 50-75 75-100 100-125 125-150 150-
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生しやすい．太平洋沿岸・道東コースで通過する台風は

北海道に到達するまでのルートが太平洋ルートまたは本

州縦断ルートをとることが多いが，特に太平洋ルートの

台風は日本海ルートなどと比べて強さが弱まらないで北

海道に到達する傾向にあり，さらにその強さも近年強ま

っている」となる．これが近年の道東地域での大規模洪

水の発生理由と推測される． 
 
 

5. おわりに 

 
ここでは 1961 年以降の台風経路データをもとにした

北海道での台風による降雨傾向の分析結果を示した．北

海道に接近・上陸する台風の強度が強まっている傾向が

現れており，気候変動の影響を受けていることも推察さ

れる．治水の観点からは，台風による大雨は経路と大雨

の空間分布の特徴の関係が明確になることが，大雨時の

洪水対応をより確実にさせる．本論で示した台風と大雨

の関係が治水対策の有効な情報として活かされ，洪水被

害軽減に寄与することを願う． 
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